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Rokkasho広報ろっかしょ

Pick up Topics

P2-3…思いを一つにつかんだ勝利
　（県民駅伝　村の部優勝）　
P8-9…自らの積極性、英語力培っ
　た（小学生オーストラリアホーム
　ステイ体験）
P10-11…防災を学ぶ２日間（尾
　駮小５年が防災キャンプ）

photo 　手づくりのいかだで尾駮沼を横断する尾駮小５年生（尾駮小、防災キャンプ）
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県民駅伝実行委員長　中岫 賢悟 県民駅伝チーム監督　橋本 勝夫

委員長５年目にして掴んだ
優勝はうれしかった。選手
が良い環境で取り組めるよ
うサポートするのが私たち
の役目。今回は良いメン
バーが集まり負ける気がし
なかったが、もうひと伸び
できたのかなと思う。

強いメンバーがそろってい
るので優勝はできて当たり
前だと思っていました。で
も、５年ぶりに優勝を飾る
ことができてほっとした。
選手たちには本当に「おつ
かれさま」の一言です。

『選手のコメント』

県民駅伝チームの皆さん、お疲れさまでした

８区　三浦 亮太
区間賞

２区　三浦 健太
区間賞

７区　東出さおり

６区　桜井 直樹
区間賞

やっと優勝できて
良かった。応援して

くれた家族たちに
感謝したい。 差を広げるかとか考

えながら走った。チー
ム全員のおかげで

優勝できてうれしい。

苦しい場面では気持ち
を作りながら頑張っ

た。自分にとって初優
勝なのでうれしい。

このメンバーで優勝
できて本当に良かっ
た。サポートしてく
れた皆、ありがとう。

中学での出場は最
後なので、優勝でき
てうれしい。チーム
の皆に感謝します。

プレッシャーを感じ
ながらもチームため
にと思って走った。
優勝できて最高！

絶対勝たないとと
責任を感じながら

走った。優勝できて
うれしい。

村の部で優勝できる
ようにと思いながら
走ったので、優勝で
きてうれしかった。 

１区　柳田　剛
区間賞

３区　工藤　翼
区間賞

４区　國分　惟
5 区　大羽澤 真鈴

思いを一つにつかんだ勝利
県民駅伝　村の部優勝

―Pick Up Topics―
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今
年
こ
そ
は
村
の
部
優
勝
―
―
。

　

そ
う
力
強
く
語
っ
た
橋
本
勝
夫
監

督
。
村
県
民
駅
伝
チ
ー
ム
は
、
た
だ

一
つ
の
目
標
を
目
指
し
て
い
た
。

　
「
健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と
心
」

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
21
回
青

森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
は
９
月
１

日
、
青
森
市
で
幕
を
開
け
た
。

　

県
内
40
市
町
村
が
出
場
し
た
今
大

会
は
、
ア
ス
パ
ム
前
を
ス
タ
ー
ト
地

点
と
し
、
県
総
合
運
動
公
園
競
技
場

ま
で
の
33
・
８
㌔
８
区
間
の
コ
ー
ス
。

　

正
午
、
闘
志
を
燃
や
す
選
手
た
ち

が
、
号
砲
と
と
も
に
勢
い
よ
く
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

各
市
町
村
の
強
豪
選
手
た
ち
が
ひ

し
め
く
１
区
を
走
っ
た
の
は
柳
田
剛

（
自
営
業
）。
ペ
ー
ス
を
崩
さ
な
い
よ

う
意
識
し
な
が
ら
県
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
実
力
を
発
揮
し
、
村
の
部
首
位
で

２
区
三
浦
健
太
（
泊
中
学
校
）
へ
た

す
き
を
つ
な
い
だ
。

　

２
区
の
三
浦
（
健
）
は
昨
年
に
引

き
続
き
２
度
目
の
出
場
。
中
体
連
県

大
会
１
５
０
０
㍍
で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
た
実
力
を
発
揮
し
、
力
強

い
走
り
を
見
せ
た
。
３
区
工
藤
翼

（
六
ヶ
所
村
教
育
委
員
会
）
は
安
定

感
の
あ
る
走
り
で
食
ら
い
つ
き
、
４

区
國
分
惟
（
陸
上
自
衛
隊
八
戸
）
は
、

八
戸
市
の
選
手
と
競
り
合
い
な
が
ら

ペ
ー
ス
を
保
ち
、
落
ち
着
い
た
走
り

を
見
せ
た
。

　

昨
年
同
様
、
５
区
を
務
め
た
の
は

大
羽
澤
真
鈴
（
第
二
中
学
校
）。
練

習
成
果
を
十
分
に
出
し
切
り
力
走
。

６
区
桜
井
直
樹
（
六
ヶ
所
消
防
署
）

は
粘
り
強
い
走
り
で
、
７
区
東
出
さ

お
り（
青
森
日
揮
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
㈱
）

へ
た
す
き
を
つ
な
い
だ
。
た
す
き
の

重
み
を
感
じ
な
が
ら
１
秒
で
も
早
く

―
コ
ー
チ
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を
支
え

て
き
た
東
出
は
十
年
ぶ
り
に
た
す
き

を
肩
に
掛
け
、
８
区
を
目
指
し
た
。

　

み
ん
な
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
た
す

き
は
、
８
区
ア
ン
カ
ー
の
三
浦
亮
太

（
泊
中
学
校
）
へ
つ
な
が
れ
た
。

　
「
必
ず
１
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
―
」

　

た
す
き
を
受
け
取
っ
た
三
浦（
亮
）

は
そ
う
心
に
誓
い
、
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
力
強
く
駆
け
抜
け
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
の
陸
上
競
技
場
で
は

最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
ト
ラ
ッ
ク

を
走
り
、ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。

　

ゴ
ー
ル
を
待
ち
望
ん
で
い
た
メ
ン

バ
ー
た
ち
は
「
よ
く
や
っ
た
！
」
と

満
面
の
笑
み
で
駆
け
寄
り
、
満
身
創

痍
の
三
浦
（
亮
）
を
支
え
た
。

　

六
ヶ
所
村
、
県
民
駅
伝
チ
ー
ム
、

村
の
部
優
勝
―
―
５
年
ぶ
り
、
待
ち

望
ん
だ
優
勝
奪
還
の
瞬
間
に
皆
が
喜

び
合
い
、安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

全
体
で
の
順
位
は
10
位
で
、
１
区

柳
田
、２
区
三
浦
（
健
）、３
区
工
藤
、

６
区
桜
井
、
８
区
三
浦
（
亮
）
の
５

つ
の
区
間
で
区
間
賞
を
獲
得
し
た
。

1_ １ 区 柳 田 か ら た す
き を 受 け 取 る ２ 区 三
浦（ 健 ）　2_ 八 戸 の 選
手と競り合う４区國分
3_ 安定した走りを見せ
る ３ 区 工 藤　4_ 沿 道
の応援を受けながら走
る５区大羽澤　5_ ８区
ア ン カ ー の 三 浦（ 亮 ）
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

安心して子育てできる環境
尾駮保育所建設工事安全祈願祭

　尾駮保育所建設工事安全祈願祭が８月 23 日、尾駮レイクタ
ウン北地区、尾駮小学校西隣りの建設現場で行われました。
　安全祈願祭には、村関係者や施工業者など約 30 人が出席し、
工事の無事を祈り玉串奉てんなどが行われました。
　この施設は、老朽化した尾駮保育所と戸鎖へき地保育所を統
合し、乳児保育、一時保育、障害児保育や子育て支援事業など
幅広い利用が期待されています。古川健治村長はあいさつで「本
施設は、多様化している保育ニーズに対応できる施設の確保や
質の高い保育サービスを提供することで、安心して子育てがで
きる環境が充実するものと考えています」と述べました。
　現在、尾駮保育所の入所定員は 90 人。毎年、入所を希望す
る申込み数がこれを上回ることから、入所定員を 215 人に増
やし来年度 4 月から入所を開始します。

安全を祈願して鍬入れの儀を行う古川村長

海岸をきれいな姿に戻そう
六ヶ所村太平洋沿岸クリーンアップ作戦

　六ヶ所村と六ヶ所村まちづくり協議会の共催による「第９回
六ヶ所村太平洋沿岸クリーンアップ作戦」が８月 24 日、尾駮
地区の海岸および老部川河口で実施され、約 420 人が参加し
ました。
　当日は、ごみの運搬に各町内会・自治会をはじめ、六ヶ所村
建設業協会、六ヶ所村産業協議会、六ヶ所村海水漁業協同組合、
家庭ごみ収集委託業者が協力。参加者たちは、尾駮港から新川

（新町）までの約２・５㌔区間のごみ拾いを行いました。
　この日の活動で約３・７㌧のゴミが回収され、漁港や海岸は
見違えるほどきれいになりました。
　福祉課担当者は「ご参加いただきました皆さまに深くお礼を
申し上げます。今後ともご協力くださるようお願いします」と
話していました。

海岸に落ちたごみを拾う参加者たち

「お母さん、ありがとう」
南小でいのちの授業「誕生学」

　南小学校（小又淑校長、児童 59 人）の全校児童や保護者を
対象に８月 30 日、いのちの授業「誕生学」が行われました。
　誕生学アドバイザーの村田良子さんによる授業では、赤ちゃ
んが胎内で育つ様子を話し、赤ちゃん人形と骨盤の模型を使っ
て生まれてくる様子を実演。児童たちは、胎児が産道で何度も
身体を回転させて生まれる様子に見入っていました。また、胎
児が生まれるまでのお母さんの思いを語ったＤＶＤを観賞する
と涙している子もいました。
　感想発表で児童たちは、「生まれた時にお母さんがどう思った
か知りたい」「お母さんに改めてありがとうと言いたい」と話し、
感動のあまり、声を詰まらせて泣き出す児童もいました。
　誕生学では、自分が胎内でどんな風に育ち、どんな力を使っ
て生まれてきたかを知ることで命の大切さを伝えています。

村田さんは小さな穴の開いたハート型の折り紙を配り、
いのちの始まりである受精卵の大きさを説明

たくさんのお芋とれたよ
レイクタウン園児が親子でイモ掘り

　レイクタウン幼稚園（櫻庭勉園長、園児 39 人）の園児と保
護者約 80 人が８月 28 日、富ノ沢地区の農用地でジャガイモ
掘り体験をしました。
　気持ちの良い秋晴れの中、園児たちは畑に広がったツルを引
き抜いて土の中からイモを見つけては「大きい！」「こんなに
いっぱい見つけたよ」と嬉しそうな声をあげていました。
　三浦瑠愛ちゃんは「ツルを引っ張るのは大変だったけど、ハー
ト形や大きいイモが掘れて楽しかった。お母さんに豚汁とカ
レーライスにしてもらう」とにっこりしながら話していました。
　この事業は、実際に収穫を体験することで、農業者の苦労を
分かったり、食育につなげていきたいと行われています。

畑の中からジャガイモを掘り出す園児たち

学生の交流図り、人材育成を
第９回量子エネルギーフォーラム

　第９回量子エネルギーフォーラム（東北大学大学院工学研究
科量子エネルギー工学専攻量子フォーラム室主催）が８月 22
日、文化交流プラザ「スワニー」で開かれ、同大工学部の学生
や地元企業関係者など約 90 人が出席しました。
　開会後、量子エネルギー工学専攻の長谷川晃教授が「六ヶ所
村における量子エネルギー工学専攻の将来計画」と題して講演。
六ヶ所村分室の学生の発表や、工学部の学生によるポスターセッ
ションが行われ、出席者は興味深い様子で耳を傾けていました。
　同フォーラムは、工学部の学生と同大サイクロトロンラジオ
アイソトープセンター六ヶ所村分室に在籍する学生が、量子エ
ネルギーに関する研究内容を発表し合うことで学生間の交流を
図ろうと毎年開催されており、原子力人材育成の一端を担って
います。

講演する長谷川教授

地元と自衛隊つなぐ架け橋
自衛官募集相談員委嘱状交付式

　自衛官募集相談員委嘱状交付式が８月 28 日、村長室で行われ田
中文雄さんと野田泰夫さんが自衛官募集相談員に再任されました。
　委嘱状は、六ヶ所村長、自衛隊青森地方協力本部長の連名に
より交付され任期は 2 年です。これまでに田中さんは 6 年間、
野田さんは 4 年間、自衛官募集相談員の任務を果たしてきました。
　相談員は、地元と自衛隊をつなぐ架け橋として入隊希望者へ
の説明や相談対応、紹介、地域広報誌への掲載支援などの活動
を行います。
　古川健治村長は「今後とも２年間、ご指導賜りますよう引き
続きお願いします」と、池田徳重本部長は「震災があったとき
の地元の人の力は本当に強い。優秀な人員を確保し、新しい活
気あふれる人材というものを目指していきたい」とあいさつし
ました。（左２番目から）池田本部長、野田さん、田中さん、古川村長
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六ヶ所トピックス

新たに幼少部、小中等部再開
六ヶ所 BA 国際学級オープン記念式典

　六ヶ所ＢＡ国際学級オープン記念式典が９月 12 日、尾駮小
学校で行われ、関係者約 150 人が出席しました。
　ＢＡとは、国際核融合研究プロジェクト「幅広いアプローチ
活動」の略称。国際学級は、平成 20 年からＢＡ活動に携わる
外国人研究者の子どもたちを対象に青森県が開設しました。昨
年から一時休止していましたが、今年５月に新たな取り組みと
して幼少部が開設。９月に小中等部が再開されました。
　式典では、レイクタウン幼稚園児による合唱や一中生徒の日
本舞踊などが披露され、外国人子どもたちを歓迎しました。
　三村申吾知事はあいさつで「国際的な友情の輪が地域全体に
広がることを心から願います」と、古川健治村長は「小中学校
や地域住民との相互交流をとおして国際研究拠点にふさわしい
まちづくりにつながることを強く願います」と述べました。国際学級に在籍する 6 人の子どもたち

世界に視野を広めて
六高で第２回国際理解講演会行う

　六ヶ所高校の第２回国際理解講演会が９月４日、全校生徒を対
象に行われ、外務省海外邦人安全課邦人援護官の土川正之さんが

「外務省の仕事と国際化時代に生きる」をテーマに講演しました。
　土川さんは海外の大使館や総領事館に勤務。近年はインドの
バンガロール出張駐在官事務所長として現地の邦人安全対策な
どに従事されていました。バンガロールは現在、日本や世界中
の企業が進出する経済成長が著しい注目都市です。土川さんは

「日本企業がどんどん海外に進出している中で、日本の若い人た
ちは日本国内だけを目指し国内の競争率を高めている」と懸念。
学生時代から全世界的に視野を広めてほしいと話していました。
　３年１組の久保健人君は「外務省の活動の幅広さや国の情勢
を知った。将来コミュニケーションは大切なので積極的に視野
を広めたい」と話していました。

世界情勢について説明をする土川さん

志を立て、己の道をゆく
千中『立志式』

　千歳中学校（山崎秀樹校長、生徒 42 人）で９月３日、立
志式が行われ、２年生８人が全校生徒や保護者の前で決意を
発表しました。
　立志式は、２年生になった生徒たちにこれからの学生生活
を新たな決意と目標を持って過ごしてほしいと毎年行われて
います。
　式典で、生徒たちは一人一人壇上に上がり、夢や大切にし
たい言葉を書いた色紙を掲げ、自らの夢に向けて今の自分に
何が必要なのか、考えたことや決意を堂々と述べました。
　決意を述べた後、生徒たちが保護者へ「今までありがとう」

「これからもよろしくお願いします」と色紙を渡すと、受け
取った保護者は「頑張ってください」と声を掛け、我が子の
成長した姿に目を細めていました。

決意を発表した８人の２年生たち

鍛えた英語力、存分に発揮
北地区中学校英語弁論大会

　第２回北地区中学校英語弁論大会が８月 29 日、中央公民
館で開催され、六ヶ所村・野辺地町・横浜町の中学生 24 人
が自慢の英語力を披露しました。
　大会では、１～３年生による暗唱の部と学年オープンの創
作の部で行われました。
　生徒たちは、単語一つ一つに気持ちを込めながら丁寧な英
語を披露し、練習の成果を発揮していました。
　９月６日に行われた上北地方中学校英語弁論大会には、森
胡桃さん（一中）と坂本真琉くん（一中）が出場しました。
　大会を前に、森さんは「一からの練習は大変で、お母さん
にも聞いてもらったりした。次の大会でも自信を持って頑張
りたい」と、坂本くんは「キング牧師になりきって訴えるよ
うに、屈しないようにと気持ちを込めた。次の大会では、自
分の力がどこまで通用するのか試したい」と話していました。
　同大会は、昨年度から３町村合同で行われています。

（受賞者は次の通り）暗唱１年の部　１位　森胡桃（一中）、
３位　佐々木真那（二中）▶暗唱２年の部　２位　成田雛乃

（二中）、３位　荒川遼太郎（一中）▶暗唱３年の部　１位　
坂本真琉（一中）、３位　橋本世里（二中）▶創作の部　２
位　金浜望海（一中）、３位　木村美咲（二中）

㊤ 受 賞 者 の 皆 さ ん
㊧身ぶり手ぶりを加
えながら、感情豊か
に英語を披露。生徒
たちの姿を見ようと
会場にはたくさんの
保護者が駆けつけた

―Pick Up Topics―

―Pick Up Topics―

池田 利恩

将 来 の 夢 は
「飼育員」。動

物の知識を深
め体力づくり
を 頑 張 っ て、
動物の気持ち
が分かるよう
になりたい。

木村 彰宏

大切にしたい
言葉は「信頼」。
仲間との信頼
を深めるため
に、相手のこ
とを考えて積
極的に行動し
ていきたい。

今間 哉稀

大切にしたい
言葉は「継続
は 力 な り 」。
明確な目標を
持ち、勉強と
部活動を両立
できるように
頑張る。

戸田 由也

私の夢は「中
学 校 教 諭 」。
中学１年の時
憧れた先生の
ように、コミ
ュニケーショ
ンを大切にし
ていきたい。

畑中 希望

私の夢は「弁
護 士 」。 こ れ
からもっと勉
強し、気持ち
を育てながら
夢 に 向 か い、
立派な大人に
なりたい。

松尾 梨咲

私の夢は「保
育 士 」。 そ の
ために責任感
の 強 い 人 に
なって、最後
まで物事をや
り抜けるよう
になりたい。

丸谷 桃香

大切にしたい
言葉は「笑顔」。
将来看護師に
なって大変な
ときでも、自
分も患者さん
も笑顔にした
いと思う。

宮川 真澄

大切にしたい
言葉は「未来」。
今を大切に勉
強に取り組み、
挑戦や経験を
積み重ねて大
人になってい
きたい。

安寿の地を後世に
新城平 30 周年記念式典

　新城平 30 周年記念式典が８月 31 日、新城平集会所で挙行
され、関係者約 120 人が出席しました。
　新城平地区は、むつ小川原開発に伴い、新納屋地区から集団
移転により誕生。新しい城を七鞍平に創る思いから、七鞍平の
平を用いて新城平となりました。
　式典では、記念碑の除幕や祝賀会などが執り行われ、地域住
民たちが 30 周年の節目を祝いました。また、記念式典開催に
あたり制作された「安寿の地を後世に」という思いを込めたメッ
セージ入りの自治会旗を披露しました。
　現会長の村井政夫さんは「節目である 30 周年を盛大に開催
できたことは嬉しいの一言、感謝の一言。これからは、若い人
たちにこの伝統を伝えていかなければ」と話していました。式典では、記念碑のお披露目が行われた
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相内 飛向
（南小）

食事のマナーや
英語だけの生活
は 大 変 だ っ た
が、たくさんの
オーストラリア
の文化について
学べた。

Hinata Ainai

小山内 葵
（尾駮小）

Aoi Osanai

今回の海外体験
学習では、楽し
いことも失敗し
たこともいろい
ろあった。この
経験をこれから
に生かしていき
たい。

橋本 千尋
（南小）

Chihiro Hashimoto

ホ ス ト フ ァ ミ
リーの子どもに
持っていったお
土産をとても喜
んでくれた。そ
れをお土産にし
て良かった。

豊川 里佳
（尾駮小）

Rika Toyokawa

ホ ス ト フ ァ ミ
リーの子どもと
遊んだことが一
番の思い出。ホ
ストファミリー
から学んだこと
をこれからも大
切にしたい。

川口 莉緒菜
（泊小）

Riona Kawaguchi

今回の研修はと
ても大変だった
けど、楽しかっ
た。私にはふる
さとが２つでき
た。

久保 陽菜
（尾駮小）

Hina Kubo

ブ ー メ ラ ン を
作ったり、ワニ
やカンガルーの
肉を食べたりし
て、アボリジニ
の文化を知るこ
とができてとて
も良かった。

佐藤 夕妃
（南小）

Yuhi Sato

この経験をこれ
からの生活に生
かしていきたい。
英語を勉強して、
中学校の体験学
習会へもチャレ
ンジしたい。

坂本 千歩
（尾駮小）

Chiho Sakamoto

初めての海外で
ドキドキしたけ
ど、ホームステ
イなどこれまで
体験したことの
ない貴重な体験
ができて、楽し
かった。

中川 万桜
（泊小）

Mao Nakagawa

分からない言葉
がたくさんあっ
たけど、ホスト
ファミリーがと
ても優しくて別
れ る の が 寂 し
かった。またホ
ストファミリー
に会いたい。

金山　華
（尾駮小）

Hana Kanayama

セ ン ト エ グ ゼ
ビィア小学校で
勉強をして、日
本の小学校との
違 い を 知 れ た。
組み体操が成功
して良かった。

岩間　楓
（尾駮小）

Kae Iwama

私は英会話の大
切 さ を 学 ん だ。
これからきちん
と勉強して、中
学校の体験学習
会へもチャレン
ジしたい。

橋本　桂
（南小）

Kei Hashimoto

英会話の大切さ
を学んだ１週間
だった。あまり
英 語 が 通 じ な
かったので、こ
れからもっと英
語の勉強を頑張
りたい。

佐藤　匠
（千歳平小）

Takumi Sato

英語は難しかっ
たけど、通じた
ときは嬉しかっ
た。海外は初め
て だ っ た け ど、
とてもいい体験
ができた。

舘　悠太
（尾駮小）

Yuta Tate

たくさんの移動
で 疲 れ た け ど、
いろんなオース
トラリアの文化
を 学 べ て 楽 し
かった。

―Pick Up Topics―

自らの積極性、英語力培った
小学生がオーストラリアでホームステイ体験

Our　Changes!!
（児童たちのコメント）

数え切れないほどの
思い出ができた

８日間の海外体験学習 　

村
内
の
小
学
生
14
人
が
、
７
月
18
日

か
ら
25
日
ま
で
の
８
日
間
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
現
地
の
学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
体
験
を
し
た
。

　

今
回
で
11
回
目
と
な
る
小
学
生
海
外

体
験
学
習
。
新
た
な
る
挑
戦
と
し
て
、

２
人
の
児
童
が
一
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

　

19
日
、
北
半
球
の
朝
６
時
は
ま
だ

真
っ
暗
で
は
あ
っ
た
が
、
児
童
た
ち
は

機
中
泊
の
疲
れ
を
見
せ
な
い
元
気
な
笑

顔
で
異
国
の
地
へ
降
り
立
っ
た
。
初

め
に
向
か
っ
た
キ
ュ
ラ
ン
ダ
村
で
は
、

ブ
ー
メ
ラ
ン
の
絵
付
け
体
験
な
ど
を
し

て
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
多
く
の
文
化

に
触
れ
た
。

　

20
日
、
ケ
ア
ン
ズ
の
ホ
テ
ル
で
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
。
児
童
た
ち
は

期
待
と
不
安
に
満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ

た
が
、
５
月
か
ら
の
事
前
研
修
で
学
ん

だ
英
語
を
存
分
に
発
揮
し
、
懸
命
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
。
こ
こ

か
ら
２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
へ
。

　

22
日
、
児
童
た
ち
は
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
お
弁
当

を
作
っ
て
も
ら
い
、
ケ
ア
ン

ズ
の
セ
ン
ト
エ
グ
ゼ
ビ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
へ
登
校
。
ス
ク
ー

ル
バ
デ
ィ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
教

室
で
英
語
の
授
業
を
体
験
し

た
。
昼
休
み
に
は
サ
ッ
カ
ー

や
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
現
地
の

児
童
と
交
流
。
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
バ
ー

ジ
ョ
ン
組
体
操
（
南
十
字
星
、
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
、
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
な
ど
）
を

披
露
し
、
現
地
の
生
徒
た
ち
か
ら
感
謝

の
思
い
を
表
す
『H

ip!H
ip!H

ooray

』

と
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
夜
の

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
児
童
た

ち
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
抱
き
合

い
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
そ
の
場

面
に
引
率
者
も
思
わ
ず
涙
し
た
。

　

23
日
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
動
物
園
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
も
唯
一
コ
ア
ラ
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
動
物
園
）
見
学

後
、
空
港
内
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
英
語
で

の
昼
食
注
文
体
験
。
全
員
自
力
で
昼
食

を
ゲ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

24
日
は
終
日
シ
ド
ニ
ー
市
内
の
見

学
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
セ
ン
ト
メ
リ
ー

大
聖
堂
、
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
徒
歩

横
断
な
ど
―
。
こ
の
日
、
シ
ド
ニ
ー
で

12
才
の
誕
生
日
を
迎
え
た
児
童
に
サ
プ

ラ
イ
ズ
の
デ
ザ
ー
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。

　

25
日
早
朝
、
成
田
空
港
に
帰
国
。
午

後
３
時
半
に
は
全
員
笑
顔
で
六
ヶ
所
村

へ
帰
村
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
日
本
と
は
全
く

違
う
環
境
下
で
英
語
で
の
生
活
や
文
化

を
体
験
し
、
自
分
へ
の
自
信
を
積
み
重

ね
な
が
ら
日
々
成
長
し
た
８
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

８
月
24
日
に
行
わ
れ
た
報
告
会
で
は
、

堂
々
と
し
た
英
語
の
一
言
ス
ピ
ー
チ
で

保
護
者
へ
成
長
し
た
姿
を
披
露
し
た
。

1_ 現地の風を肌で感じながら、ハーバーブリッジを徒歩で横断
2_ キュランダ村で行ったブーメランの絵付け体験　3_ 現地小学校の
児童たちと一緒に英語での勉強　4_ ホストファミリーとドキドキの初
対面　5_ 披露した組み体操（セントエグゼビィアスクールで）

1

23

45
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舘　智希

いかだづくりはタイヤチューブや板を結ぶ
のが難しかったけど、一番早くゴールでき
たのが嬉しかった。２日間で火おこしがで
きるようになったし、勉強になった。

㊧オールを漕ぐのは意外と大変
㊤いかだづくりは体力仕事

川村　凜子

作る前は時間がかかると思っていたけど、
とても簡単にかわいく作れて良かった。地
震のときは机の下に入って、自分の命は自
分で守りたいと思う。

㊧真剣な表情でライトづくり
㊤ライトができて嬉しそう

八戸　絢那

初めてやった火おこしは、なかなか火がお
きずに時間が掛かって大変だった。夜に電
気がないのはすごく不便で、電気の大切さ
を改めて実感した。

㊧㊤ストーブをうちわであおいだ
り、皆で協力しながら火おこし

森　丞央

ご飯づくりでは火おこししたり、自分で具
材を混ぜたりしてカレーを作ったのが楽し
かった。火おこしの仕組みややり方がわ
かったので、またやってみたい。

㊧保護者に教えてもらいながらカ
レー作り、㊤ラーメンうまい！

崎野　海大

皆で入ったお風呂はちょっと暑苦しかった
けど楽しかった。東日本大震災のときは明
かりや電気をつけるのが大変だったので、
ライトづくりが勉強になった。

㊧野外で入るお風呂に楽しそう
㊤お風呂班が温度を確認

松尾　芽生

尾駮小の跡地を再利用していたり、太陽光
パネルなど初めて見たものがたくさんあっ
た。火おこしなどは一人ではできないし、
みんなで協力することが大切だと思った。

お昼ごはんに沸かしたお湯でカップラーメンを食べ
た児童たち。少しくらい硬い所があっても一生懸命
沸かしたお湯で食べるラーメンは格別。晩ご飯には、
具材を切ったり、鍋でご飯を炊いたり、各班で協力
しながらカレーを作りました。いかだレースでお腹
ペコペコだった児童たちは、皆「おいしい！」と夢
中で頬張っていました。

ご飯づくり防災施設見学

一日の終わりに疲れをとるのはやっぱりお風呂。小
川原湖自然楽校の先生たちの協力で、お風呂係の児
童たちが、午前中からドラム缶にお湯を沸かして夜
に備えていました。野外に設置されたあたたかいお
風呂に入ると、児童たちは歓声を上げながら一日の
疲れを癒していました。

お風呂

いかだ体験

砂を入れた一斗缶に煙突を通した「ロケットストー
ブ」を使って火おこし。新聞紙や牛乳パック、木を
燃やして一から火をおこす作業に児童たちは四苦八
苦していましたが、２日間で何度も行う内にコツを
つかんでいました。燃やす材料を考えたり、力を合
わせうちわであおいだり、皆で協力する楽しさを体
感していました。

火おこし

防災キャンプの最初の課題は、簡単なＬＥＤライト
づくり。材料は、ボタン電池・ＬＥＤ電球（２個）・
洗濯バサミ・セロテープを組み合わせるだけ。簡単
にできるライトに児童たちは「明るい」「すぐ作れた」
と嬉しそうな表情を浮かべ、アルミ缶を切り出して
思い思いのランプシェードを作りました。夜の学校
には、小さなライトが大活躍しました。

ライトづくり

防災を学ぶ２日間
尾駮小５年が防災キャンプ

―Pick Up Topics―

　尾駮小学校（千葉信親校長、児童 231 人）の５年
生児童 42 人が９月５～６日の２日間、同小で防災キャ
ンプを行いました。このキャンプは、毎年行っている
宿泊学習に地域の防災調査など、防災を意識した活動
を盛り込むことで児童たちに体感しながら防災力を鍛
えてほしいと初めて行われました。

昼休み、地面の上はあったかいな 皆で入るお風呂は楽しいね

発
電
機
を
動
か
す
に
は
、
ち
ょ
っ
と

コ
ツ
が
い
る
み
た
い
（
施
設
見
学
）

お助けマンとしてたくさんの保護者が、児童たちの
いかだづくりをお手伝い。タイヤチューブと木材を
紐で括り付けた手作りのいかだに乗って、尾駮漁港
から尾駮沼までレースが始まりました。前に進まな
いいかだに苦戦しながらも、児童たちはオールの漕
ぎ方を工夫していかだ体験を楽しみました。

２日目に行われた施設見学では、役場の原子力対策
課内にある沿岸防災監視カメラ（泊地区設置）や備
蓄資機材が置かれている防災倉庫、そして弥栄平地
区の太陽光パネルを見学しました。災害対策の説明
で原子力対策課の吉岡課長補佐は「自分の命は自分
で守ること。いざという時に自分をどう守るか考え
ておいてほしい」と話し、児童たちは真剣な表情で
聴いていました。

㊧沿岸防災監視カメラの説明
㊤防災倉庫を見学（尾駮小跡地）
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皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。 

　

初
め
ま
し
て
。
私
は
ニ
ッ

ク
・
マ
ー
テ
イ
ン
と
申
し
ま

す
。
27
歳
で
す
。
ア
メ
リ
カ

の
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら
来
ま
し

た
。
州
都
は
セ
ラ
ム
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
人
口
は
16
万

人
。
六
ヶ
所
村
よ
り
多
い
で

す
ね
。

　

私
は
オ
レ
ゴ
ン
の
大
学
で

４
年
間
日
本
語
を
勉
強
し
ま

て
、
ヒ
ッ
ト
一
本
に
も
は

し
ゃ
ぎ
な
が
ら
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
試
合

に
負
け
た
後
、
選
手
も
応
援

に
来
た
生
徒
も
大
粒
の
涙
を

流
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
る

と
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
だ

け
の
自
分
ま
で
泣
け
て
く
る

よ
う
な
気
分
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
民
の
野
球

へ
の
関
心
や
愛
情
が
プ
ロ
野

球
に
繋
が
り
、
今
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る

「
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
」「
イ
チ

ロ
ー
」
の
よ
う
な
世
界
的
ス

タ
ー
を
育
て
る
根
幹
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
韓
国
の
プ
ロ
野
球
は

歴
代
最
多
観
客
動
員
数
を
更

新
す
る
ほ
ど
、
一
番
人
気
の

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
た

だ
高
校
野
球
に
対
し
て
は
、

１
９
７
０
～
80
年
代
に
は
今

の
日
本
の
よ
う
に
人
気
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
あ
ま
り

観
客
が
い
ま
せ
ん
。

　

韓
国
の
高
校
野
球
も
日
本

の
よ
う
に
国
民
の
愛
情
と
声

援
の
中
で
、
ま
た
愛
さ
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

な
ど
と
有
名
な
秀
吉
で
す

が
、
韓
国
で
は
「
侵
略
者
」

と
し
て
有
名
で
す
。

　

現
在
、
韓
国
に
は
そ
の
と

き
に
築
城
し
た
日
本
軍
の
城

跡
が
現
在
も
残
っ
て
お
り
、

韓
国
で
は
「
倭ワ

ジ
ョ
ウ城
」
と
呼
ば

れ
韓
国
各
地
に
城
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
話
を
聞
く
と
、

倭ワ
ジ
ョ
ウ城

は
近
代
ま
で
韓
国
軍
の

訓
練
所
、
現
代
で
は
観
光
地

と
し
て
行
政
が
管
理
し
て
い

る
た
め
、
石
垣
が
綺
麗
に
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
場
合
が

多
い
そ
う
で
す
。

　

見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
に

築
城
さ
れ
て
い
る
た
め
景
色

も
よ
く
、
韓
国
へ
観
光
す
る

人
々
の
隠
れ
た
名
所
に
も

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
一
緒
に
英
語
を

習
い
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　

こ
ん
に
ち
は
。
襄
陽
郡
か

ら
の
派
遣
職
員
ホ
ン
・
ミ
ン

ギ
で
す
。

　

先
日
、
第
95
回
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
を
テ
レ
ビ

で
見
ま
し
た
。

　

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
地
域

予
選
に
参
加
し
た
高
校
チ
ー

ム
の
数
で
す
。
４
１
０
０

チ
ー
ム
！
日
本
で
野
球
を
し

し
た
。
そ
の
時
、
４
カ
月
間

埼
玉
県
の
東
京
国
際
大
学
へ

留
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
の

２
０
１
１
年
、
福
島
に
引
っ

越
し
て
英
語
の
先
生
に
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
１
年
７
月

か
ら
２
０
１
２
年
３
月
ま
で

福
島
に
住
ん
で
、
ア
メ
リ
カ

に
帰
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
が
大
好
き

だ
か
ら
絶
対
に
戻
る
つ
も
り

で
し
た
。
そ
の
思
い
が
通
じ

て
、
青
森
県
の
六
ケ
所
村
に

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

田
舎
の
静
か
で
の
ん
び
り

し
た
雰
囲
気
が
好
き
で
す
。

だ
か
ら
六
ケ
所
村
は
、
最
高

だ
と
思
い
ま
す
。

て
い
る
高
校
生
は
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
ね
！

　

韓
国
の
高
校
の
数
は
約

２
３
０
０
校
で
、
野
球
部
が

あ
る
学
校
は
80
校
ぐ
ら
い
で

す
。
人
口
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
両
国
の
チ
ー
ム
の
数
は

相
当
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
興

味
を
持
っ
て
見
守
る
人
々
の

姿
や
熱
い
応
援
で
し
た
。
球

場
に
は
た
く
さ
ん
の
観
客
が

来
て
い
て
、
ま
る
で
ワ
ー
ル

ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
見
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
試
合
を
し
て
い

る
チ
ー
ム
の
学
校
か
ら
は
、

大
規
模
な
応
援
団
が
来
て
い

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
少
し
ず
つ

気
温
が
下
が
り
始
め
、
夏
の

終
わ
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

韓
国
で
は
、
９
月
に
秋チ

ュ
ソ
ク夕

と
呼
ば
れ
る
お
盆
が
あ
り

「
民
族
大
移
動
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
に

な
り
ま
す
。
秋チ

ュ
ソ
ク夕
の
日
と
そ

の
前
後
は
祝
日
と
な
る
た

め
、
普
段
は
３
連
休
で
す
が

今
年
は
土
日
が
続
い
て
い
る

た
め
、
５
連
休
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
韓
国
の
観
光
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

韓
国
が
ま
だ
李
氏
朝
鮮
で

あ
っ
た
頃
、
日
本
は
豊
臣
秀

吉
が
関
白
で
あ
っ
た
頃
で
し

た
。
そ
し
て
、
秀
吉
軍
が
２

度
に
わ
た
り
朝
鮮
へ
進
軍
す

る
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
と

い
わ
れ
る
戦
争
が
起
こ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
で

は
「
出
世
頭
」
や
「
太
閤
」

一緒に英語を習いましょう！
アメリカから新しい ALT の先生が来ました

「倭
ワ ジ ョ ウ

城」の城跡には現在、石垣だけが
きれいな状態で残されています

問申込先　国際教育研修センター
☎ 0175（73）8575

◇
国
際
交
流国

際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

10・11 月のマンスリーイベント

10 月＊ジェニーに日本語とドイツ語で、
絵本を読み聞かせてもらおう！
■日時　10 月 17 日木　午後３時～３時半
■場所　国際教育研修センター
■対象　３歳以上の未就学児
■募集人数　10 人（先着順）
■参加費　無料
■申込受付期間　10 月１日火～ 16 日水

11 月＊ジェニーと「聖マルティン」の
灯篭を作ろう
　11 月はキリスト教の「聖マルティン」
という祭りがあり、ドイツの子どもたち
は皆、かわいい灯篭を作ります。
　「聖マルティン」の話を聞きながら、
灯篭を作ってみませんか？
■実施日　11 月９日土
■時間（場所）
①午前 10 時～ 11 時 30 分（泊地区ふれ
あいセンター）
②午後２時～３時 30 分（国際教育研修セ
ンター）
■対象　小学１～３年生
■募集人数　各 10 人（先着順）
■参加費　２００円
■持ち物　はさみ、鉛筆
　のり、空のティッシュ箱
■申込受付期間
　10 月１日火～ 11 月４日月

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日

没
が
早
ま
り
、
16
～
18
時
の

「
薄
暮
時
間
帯
」
か
ら
夜
間

に
か
け
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛

け
、
夜
間
、
対
向
車
・
先
行

車
が
な
い
と
き
は
、
ラ
イ
ト

を
上
向
き
に
し
、
危
険
を
早

期
に
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
夕

暮
れ
時
・
夜
間
に
外
出
す
る

時
は
、
明
る
い
色
の
服
装
と

反
射
材
用
品
を
身
に
付
け
て

「
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
」

し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

①
夕
暮
れ
時
・
夜
間
に
外
出

す
る
時
は
、
反
射
材
の
着
用

が
有
効
で
す
。
運
転
手
か
ら

よ
く
見
え
る
よ
う
、
明
る
い

色
の
服
装
と
反
射
材
用
品
の

活
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

②
車
の
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
て

い
て
も
、
運
転
者
か
ら
歩
行

者
が
よ
く
見
え
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

　

道
路
を
横
断
す
る
時
な
ど

は
、車
の
動
き
を
よ
く
見
て
、

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に

し
、早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
で
、

見
る
こ
と
、
見
せ
る
こ
と
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

夜
間
に
対
向
車
・
先
行
車
が

な
い
と
き
は
、
ラ
イ
ト
を
上

向
き
に
し
て
、
危
険
を
早
期

に
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

　

青
森
県
警
察
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
平
成
12
年

９
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
平
成
22
年
に

大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
現
在
の
画
面
構
成

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
中
の
ア

ク
セ
ス
件
数
は
約

３
０
０
万
件
で
、
県
内
で

発
生
し
た
事
件
・
事
故
の

情
報
を
載
せ
た
「
事
件
・

事
故
メ
モ
」
や
「
運
転
免

許
の
手
続
」
関
係
の
コ
ー

ナ
ー
の
ア
ク
セ
ス
件
数
が

多
く
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
官
の
採
用
記
事
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
「
署
長
の
部

屋
」や「
県
警
Ｄ
Ｏ
―
Ｇ
Ａ
」

な
ど
新
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
が
見
た

い
・
知
り
た
い
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

夕暮れ時、夜間の交通事故を防止しよう
反射材用品を身に付けましょう

②８月末の村の物件事故発生状況
平成 25 年 24 年

前年比
８月中 累計 累計

10 140 176 -36

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

平成 25 年 24 年 前年比８月中 累計 累計
発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

１ ０ １ 15 ０ 20 16 ０ 26 -1 ０ -6

①８月末の村の人身事故発生状況

青
森
県
警
察
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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　健康 Health

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

　医療Medical

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

予防接種に関して

橋本 禮弥くん久保 柊太くん 橋本 心茉咲ちゃん 相内 玖羅良ちゃん舘花 美奈ちゃん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

今月の歯ッピー
エンゼルたち
８月６日の
３歳児健診で
虫歯のなかった
子どもたち

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
ご
自
身
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
年
度
は
、
午
前
に
複

合
健
診
、
午
後
に
婦
人
健
診

を
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
最
後
の
健

診
で
す
。
皆
さ
ん
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
料
金　

無
料

■
申
込
期
間　

10
月
１
日
火

～
25
日
金
ま
で

■
注
意
事
項

①
健
診
は
、
１
年
に
１
回
受

診
で
き
ま
す
。

②
妊
娠
し
て
い
る
人
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

③
肝
炎
検
査
は
検
査
歴
の
な

い
人
の
み
受
診
で
き
ま
す
。

④
子
宮
・
卵
巣
が
ん
の
検
診

は
セ
ッ
ト
で
の
受
診
と
な
り

ま
す
。
子
宮
を
手
術
し
て
い

る
人
も
、
子
宮
の
入
口
の
部

分
（
頸
部
）
が
残
っ
て
い
る

の
で
検
査
で
き
ま
す
。

⑤
当
日
、
午
前
中
に
胃
が
ん

検
診
を
受
け
た
場
合
、
バ
リ

ウ
ム
の
影
響
で
卵
巣
が
ん
検

診
を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
同
検
診
を
受
け
た

い
場
合
は
別
日
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

⑥
乳
が
ん
検
診
は
、
授
乳
中

の
人
、
豊
胸
手
術
を
受
け
た

人
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
装
着

者
、
医
療
器
具
を
挿
入
し
て

い
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
断
乳
後
一
年
を
経
過
し

て
か
ら
受
診
で
き
ま
す
。

⑦
☆
印
の
つ
い
て
い
る
腹
部

超
音
波
健
診
は
40
人
限
定
と

な
り
ま
す
。
予
約
し
た
人
の

み
受
診
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
の
で
、
左
記
を

よ
く
ご
覧
に
な
り
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

村
に
住
所
を
有

し
、
接
種
を
希
望
す
る
満
１

～
64
歳
（
接
種
日
）
の
人

■
接
種
回
数

接
種
日
当
日
の
年
齢
で

❶
満
13
～
64
歳
以
下
の
人
は

１
回
（
医
師
の
判
断
で
２
回

接
種
す
る
必
要
が
あ
る
人
は
、

２
回
接
種
）、
❷
満
１
～
12

歳
以
下
の
人
は
２
回

■
助
成
額　

１
回
に
つ
き
、

千
円
（
今
年
度
２
回
ま
で
）

■
助
成
方
法

①
尾
駮
・
千
歳
平
・
泊
診
療

所
、
げ
ん
ね
ん
診
療
所
、
ち

び
き
病
院
は
、
助
成
額
を
差

し
引
い
た
金
額
で
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
げ
ん
ね
ん
診
療
所
に
限
り
、

接
種
者
の
確
認
が
必
要
な
た

め
、
接
種
前
に
必
ず
電
話
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い

②
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
接

種
す
る
場
合
は
、
後
日
、
役

場
か
各
支
所
窓
口
で
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
必
要
物
品
（
領
収
書
、

接
種
済
証
、
印
鑑
、
通
帳
）

■
接
種
方
法　

各
医
療
機
関

の
予
診
票
を
使
用
く
だ
さ
い

■
助
成
期
間

平
成
26
年
３
月
31
日
月
ま
で

■
申
請
期
限

平
成
26
年
４
月
10
日
木
ま
で

■
そ
の
他　

医
療
機
関
に

よ
っ
て
接
種
開
始
時
期
や
接

種
料
金
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
満
１
～
12
歳
の
２
回
接
種

対
象
者
が
、
２
回
目
の
接
種

を
別
の
医
療
機
関
で
接
種
し

た
場
合
は
、
１
回
目
の
接
種

料
金
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い

受けよう健診！ つかもう安心！
１年に１度、総合（複合・婦人）健診で自分の健康状態を知ろう

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
助
成
し
ま
す

■検査項目・対象者
項目 対象者

午
前

特定健診

国保加入者（40 歳～ 74
歳の人）、生活保護世帯、
無保険者、20 ～ 39 歳
の全ての人、社保など
被扶養者（40 ～ 74 歳の
人）

胃・大腸・肺がん
検診 20 歳以上の人

前立腺がん検診 50 歳以上の男性

肝炎検査 20 歳以上のリスクのある人

☆腹部超音波健診 20 歳以上の人

午
後

子宮・卵巣がん
検診 20 歳以上の人

乳がん検診 30 歳以上の人

◎
各
種
検
診
、
予
防
接
種
の
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
へ　

問
健
康
課
（
直
通
）
☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

■会場　保健相談センター

け
ら
れ
る
時
期
が
短
く
な
り

ま
す
。
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

は
、
幼
少
期
に
重
症
化
の
多

い
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
な

ど
の
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

②
保
護
者
の
経
済
的
・
時
間

的
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

→
医
療
機
関
の
受
診
回
数
が

減
り
ま
す
。
医
療
機
関
を
受

診
し
て
、
カ
ゼ
を
も
ら
う
可

能
性
も
減
り
ま
す
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
向
上

→
カ
ゼ
引
い
て
接
種
時
期
を

逃
す
こ
と
が
減
り
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
管
理
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

国
内
外
的
に
も
同
時
接
種

が
「
普
通
」
の
医
療
行
為
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
児
科
学
会
が
正
式
に
予

防
接
種
は
「
同
時
接
種
が
原

則
」
と
声
明
（w

w
w

.jpeds.
or.jp/saisin/saisin_1101182.
pdf

）
し
て
以
来
、
か
な
り

浸
透
し
、
最
近
は
当
院
で
も

１
０
０
％
近
く
の
人
が
同
時

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
原
則
三
種
混
合
・
ヒ
ブ
・

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

Ｂ
Ｃ
Ｇ
よ
り
優
先

　

家
族
に
結
核
治
療
中
の
患

者
が
い
る
場
合
以
外
は
、
前

述
し
た
理
由
か
ら
三
種
混

合
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
を
優
先
し
ま
す
。

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
結
核
性
髄
膜
炎

の
重
症
化
の
予
防
効
果
で
あ

り
、
結
核
菌
感

染
の
予
防
で
は

な
い
か
ら
で

す
。
し
か
し
Ｂ

Ｃ
Ｇ
も
６
カ
月

ま
で
し
か
補
助

が
認
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
の

で
、
や
は
り
同

時
接
種
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

3
予
防
接
種
で

来
院
時
は
、
接

種
用
紙
を
全
て

持
参

　

ど
の
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て

よ
い
か
分
か
ら

な
い
時
は
、
す

べ
て
用
紙
を
持

っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す

が
、
そ
の
都
度
相
談
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

※
当
院
で
は
現
在
、
露
他
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
扱
っ
て

い
ま
せ
ん

尾
駮
診
療
所

内
科
医
長

　

小
林 
只

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

今
回
は
、
最
近
な
に
か
と

話
題
の
小
児
の
予
防
接
種
に

関
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

1
同
時
接
種
が
基
本
（
黄
熱

病
ワ
ク
チ
ン
以
外
は
全
て
同

時
接
種
可
能
）

　

同
時
接
種
と
い
う
と
、
副

作
用
の
懸
念
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
種

類
接
種
す
る
と
腫
れ
る
可
能

性
が
２
倍
に
な
る
だ
け
で
、

３
倍
、
４
倍
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も
、

３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
３
種

類
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
よ
り
不
活
化
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
合
わ
せ
て

４
種
混
合
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
接
種
で
そ
れ

ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が

減
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
接
種
時
の
副
反
応
・

副
作
用
に
対
す
る
国
の
対
応

で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
健
康
被
害
救
済
制
度
が
あ

り
、
国
内
で
認
可
さ
れ
て
い

る
ワ
ク
チ
ン
で
あ
れ
ば
、
ど

の
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
も
の
か

は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

同
時
接
種
は
何
種
類
で
も

可
能
で
す
（
私
は
自
分
の
子

ど
も
に
４
～
５
種
類
同
時
接

種
し
て
い
ま
す
）
が
、
次
回

の
予
防
接
種
間
隔
は
従
来
ど

お
り
、
１
～
４
週
間
開
け
る

必
要
は
あ
り
ま
す
。

【
例
１
】
４
種
混
合
＋
ヒ
ブ
＋

肺
炎
球
菌
＋
Ｂ
Ｃ
Ｇ
＋
不
活

化
ポ
リ
オ
＋
Ｂ
型
肝
炎
な
ど

　

同
時
接
種
に
は
主
に
次
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
チ
ン

で
予
防
さ
れ
る
疾
患
か
ら
早

期
に
守
ら
れ
ま
す

→
ヒ
ブ
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
な
ど
は
主
に
１
歳
半
ま
で

の
子
ど
も
の
髄
膜
炎
の
予
防

で
す
。
接
種
時
期
が
遅
れ
る

程
、
ワ
ク
チ
ン
の
恩
恵
が
受

（表）０歳の予防接種スケジュール（＊ＮＰＯ法人ＶＰＯを知って、子どもを守ろうの会ＨＰより）
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■「特別警報」の種類と発表基準
◎気象などに関する特別警報の発表基準

現象の種類 基　　準

大雨 台風や集中豪雨により、数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、もしくは、数十年に
一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合

暴風
数十年に一度の強度の台風や同程度の
温帯低気圧により

暴風が吹くと予想される場合

高潮 高潮になると予想される場合

波浪 高波になると予想される場合

暴風雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹くと予想される場合

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

◎津波・火山・地震（地震動）に関する特別警報の発表基準

現象の種類 基　　準

津波 高いところで３メートルを超える津波が予想される場合
（大津波警報を特別警報に位置づける）

火山噴火 居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合
（噴火警報（＊居住地域）を特別警報に位置づける）

地震
（地震動）

震度６弱以上の大きさの地震動が予想される場合
（緊急地震速報（震度６弱以上）を特別警報に位置づける）

　気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発表
して警戒を呼びかけていました。これに加え、この警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波などが予想
され、重大な災害の危険性が著しく高まっている場合、新たに「特別警報」を発表し、最大限の警戒を呼び掛
けます。

■「特別警報」が発表されたら身を守るために最善
を尽くしてください
　特別警報が発表されたら、経験したことのないよ
うな異常な現象が起きそうな状況です。ただちに命
を守る行動をとってください。 
　この数十年間災害の経験が無い地域でも、災害の
可能性が高まっています。油断しないでください。
　特別警報が発表されないからといって安心するこ
とは禁物です。警報や注意報は、これまでどおり発
表されます。大雨などにおいては、時間を追って段
階的に発表される気象情報、注意報、警報を活用し
て、早め早めの行動をとることが大切です。 

８月 30 日から特別警報が始まりました
気象庁からのお知らせ

■「特別警報」はさまざまな方法で伝えられます
　特別警報は、地域住民に対して、他の警報などの
防災気象情報と同様に、市町村やテレビ・ラジオな
どのマスメディアを通じて伝えられます。

問青森地方気象台
　防災業務課
☎ 017（741）7413

 
　
六
ヶ
所
村
の
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く

　「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す

　平成19年度に制定されました「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づいて、
地方公共団体の長は、毎年度「健全化判断比率」および「資金不足比率」を算定し、村監
査委員の審査に付し、その意見を付けて当該比率を議会に報告し、公表することが義務付
けられています。
　平成 24 年度決算に基づき算定された、六ヶ所村の「健全化判断比率」および「資金不
足比率」は、昨年度と同様、下記のとおりすべて基準を下回りました。

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合および将来負担比率が算定されない場合は「―」を
記載

■各指標の説明
①実質赤字比率▶　一般会計など（村の場合は一般会計、定住促進特別会計、土地区画整理特別
　会計）の実質赤字の比率
②連結実質赤字比率▶　村全体（全 11 会計）としての実質赤字の比率
③実質公債費比率▶　一般会計などが負担する元利償還金などの比率（一般会計などの償還金お
　よび、一部事務組合への負担金や公営企業に対する繰出金のうちの元利償還金に充てられるも
　のなども含む）
④将来負担比率▶　地方債残高のほか、一般会計などが将来負担すべき実質的な負債を捉えた比率

※資金不足がない場合は「―」を記載

＊上記の詳しい資料は、六ヶ所村ホームページ（http://www.rokkasho.jp/）に掲載しています
問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 246）

指標区分 平成 23 年度 24 年度
早期健全化基準

（24 年度）
財政再生基準

① 実質赤字比率 ―　（%） ―　（%） 　13.81 （%） 20.00（％）
② 連結実質赤字比率 ―　（%） ―　（%） 　18.81 （%） 30.00（％）
③ 実質公債費比率 6.3　（%） 5.5　（%）  25.00 （%） 35.00（％）
④ 将来負担比率 ―　（%） ―　（%）  350.00 （%）

特別会計の名称 平成 23 年度 24 年度 経営健全化基準

水道事業会計 　―　（%） 　―　（%） 20.0（%）
下水道事業会計 　―　（%） 　―　（%） 20.0（%）
農業集落排水事業会計 　―　（%） 　―　（%） 20.0（%）

公営企業会計ごとの資金不足の比率。資金不足比率が経営
健全化基準を上回る場合は公営企業ごとに経営健全化計画
を策定しなければなりません。　　　

■資金不足比率

法令に基づき算定した下記の 4 つの指標が、早期健全化基準
を上回る場合は、健全化に向けた計画を策定しなければなりま
せん。

■健全化判断比率

　　　information
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問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）（↗）続き

№ 事業名 契約業者名 契約額（税込）

１ 尾駮中央３号線配水管布設第２期工事 エムアイテック㈱ 509 万 2500 円
２ 野附３号線配水管布設工事 ㈱アキラ工業 756 万円
３ 区画整理事業街区公園１号整備工事 平成産業㈱ 3612 万円
４ 区画整理事業街区公園 2 号整備工事 ㈱鳥谷部建設工業 2772 万円
５ 第３庄内 2 号線改良舗装工事（１工区） ㈲大藤工業 2394 万円
６ 第３庄内 2 号線改良舗装工事（２工区） ㈲ワトーテック 1296 万 7500 円
７ 豊原 1 号線外 1 改良舗装工事（１工区） 大羽建設㈱ 2310 万円
８ 豊原 1 号線外 1 改良舗装工事（２工区） ㈱東部環境建設 2226 万円
９ 中山線改良舗装工事（１工区） ㈲浜飯組 2050 万 4400 円
10 中山線改良舗装工事（２工区） ㈲瀬川建設 2163 万円
11 学校給食センター外構整備工事 六ヶ所工業㈲ 2123 万 1000 円
12 区画整理事業ごみ置場設置工事 ㈲前田建設 135 万 1350 円
13 戸鎖地区児童厚生体育施設駐車場舗装工事 ㈲地紙屋 309 万 7500 円
14 市柳総合公園素掘り側溝整備工事 ㈲佐藤興業 189 万円
15 急傾斜地階段路夜間照明設置工事 ㈲宮喜建設 271 万 6560 円
16 公共施設非常用電源システム設置工事（１工区） 畑山電工㈱ 3225 万 6000 円
17 公共施設非常用電源システム設置工事（２工区） ㈱秋戸電気 1625 万 9250 円
18 公共施設非常用電源システム設置工事（３工区） ㈱溝口電気 2094 万 7500 円
19 公共施設非常用電源システム設置工事（４工区） ㈱髙田電気 1500 万 1010 円
20 公共施設非常用電源システム設置工事（５工区） ㈱京谷電気 3748 万 5000 円
21 公共施設非常用電源システム設置工事（６工区） 興陽電設㈱ 2528 万 4000 円
22 公共施設非常用電源システム設置工事（７工区） 相内電気商会 154 万 3500 円
23 公共施設非常用電源システム設置工事（８工区） 橋本電業 210 万円
24 区画整理事業電気工事（１工区） 相内電気商会 672 万円
25 区画整理事業電気工事（２工区） 橋本電業 668 万 3250 円
26 平成 25 年度敬老会記念品購入 ㈲赤沼商販 241 万 5000 円
27 区画整理事業街区公園工事施工監理業務委託 ㈱カネナカ技研 118 万 6500 円
28 総合運動公園内施設改修調査業務委託 ㈱みちのく計画 428 万 4000 円
29 （仮称）総合医療福祉施設用地分筆測量業務委託 ㈱みちのく計画 178 万 5000 円
30 千歳１号線実施設計業務委託 ㈱出雲 367 万 5000 円
31 学校給食センター外構整備工事施工監理業務委託 ㈱出雲 87 万 1500 円
32 第３庄内２号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱出雲 130 万 2000 円
33 中山線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 140 万 7000 円
34 平沼二階坂農道整備実施設計業務委託 青森県土地改良事業団体連合会 2572 万 5000 円
35 豊原１号外 1 改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱出雲 140 万 7000 円
36 社会資本整備総合交付金事業効果分析調査業務 ㈱みちのく計画 252 万円
37 尾駮地区飲料水兼用耐震性防火水槽設置工事施工監理業務委託 ＭＫＡ設計業務共同企業体 126 万円
38 総合運動公園第３球場照明灯改修事業実施設計業務委託 松尾淳一級建築士事務所 163 万 8000 円
39 避難施設再生可能エネルギー等導入推進事業設計業務委託 ㈱キャデック 362 万 2500 円
40 学校給食センター建設工事施工監理業務委託 ㈲一級建築士事務所アルファ 766 万 5000 円

41 泊地区製氷・貯氷施設実施設計業務委託 ㈱ユーアンドー都市建築設計
事務所　青森事務所 1774 万 5000 円

№ 事業名 契約業者名 契約額（税込）

42 尾駮保育所建設工事施工監理業務委託 ㈱相和技術研究所青森事務所 1029 万円

43 農道立木伐採業務委託 ㈲十文字林業 105 万円

44 尾駮沼・観光施設周辺草刈り業務委託 葛西産業㈱ 84 万円

45 防災行政用無線施設更新実施設計業務委託 システム企画設計㈱ 966 万円

46 ( 仮称 ) 総合医療福祉施設整備事業医師住宅建設工事（Ａ棟） 柏崎建設㈲ 4651 万 5000 円
47 ( 仮称 ) 総合医療福祉施設整備事業医師住宅建設工事（Ｂ棟） ㈲福岡建設 4374 万 3000 円
48 ( 仮称 ) 総合医療福祉施設整備事業医師住宅建設工事（Ｃ棟） ㈱鷹架工務店 4357 万 5000 円
49 ( 仮称 ) 総合医療福祉施設整備事業医師住宅建設工事（Ｄ棟） 柏崎建設㈲ 4361 万 7000 円
50 ( 仮称 ) 総合医療福祉施設整備事業車庫建設工事 ㈲美和建設 3969 万円
51 ( 仮称 ) 総合医療福祉施設整備事業医師住宅外部電源設置工事 ㈱秋戸電気 580 万 7550 円
52 定住促進住宅改修工事 ㈱相内 225 万 2250 円
53 尾駮保育所外構工事（１工区） 東和建設㈱ 3811 万 5000 円
54 尾駮保育所外構工事（２工区） ㈱浅工務店 2640 万 7500 円
55 （仮称）総合医療福祉施設整備事業車庫建設工事施工監理業務委託 松尾淳一級建築士事務所 179 万 5500 円

56 （仮称）総合医療福祉施設整備事業医師住宅建設工事（Ａ棟）
施工監理業務委託

㈱ユーアンドー都市建築設計
事務所青森事務所 203 万 7000 円

57 尾駮保育所外構工事施工監理業務委託 ㈱出雲 157 万 5000 円
58 教育委員会管理施設清掃業務委託（その２） ㈲北東ビル管理 340 万 4667 円
59 教育委員会管理施設貯水槽清掃業務委託 髙田プラント㈱ 134 万 4000 円
60 教育委員会管理施設貯油槽清掃及び埋設管点検業務委託 ㈲三晃ビルサービスセンター 108 万 450 円
61 （仮称）総合医療福祉施設整備事業備品購入（除雪車両） ファウンテン㈱ 438 万 9000 円

８月の入札結果をお知らせします
■
調
査
の
目
的

　

土
砂
災
害
防
止
法
は
、
土
砂
災

害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
を
明
ら
か

に
し
、
当
該
区
域
に
お
け
る
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
な
ど
の
ソ
フ
ト

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
13

年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
に
お
い
て
は
、
平
成
17
年
に

現
地
調
査
を
行
い
、
19
年
３
月
に

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定

が
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
法
律
で

は
、
そ
の
後
の
地
形
の
改
変
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
、
お
お
む
ね
５

年
ご
と
に
再
調
査
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
左
記
の
と
お
り
現

地
調
査
（
２
巡
目
基
礎
調
査
）
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
調
査
員
の
土

地
へ
の
立
入
り
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
調
査
の
内
容

◎
調
査
箇
所

村
内
の
急
傾
斜
地
お
よ
び
土
石
流

危
険
渓
流
（
全
84
箇
所
）

◎
調
査
内
容

が
け
地
や
渓
流
の
斜
面
状
態
の
確

認
、
写
真
撮
影
な
ど

※
建
物
内
部
へ
立
ち
入
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん

◎
調
査
期
間

平
成
25
年
10
月
～
12
月

■
調
査
員

 

県
よ
り
委
託
を
受
け
た
「
㈱
協

和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
」
が
調
査
を

し
ま
す
。

　

調
査
員
は
上
北
地
域
県
民
局
長

が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
常
時

携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
な

場
合
は
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。

問
㈱
協
和
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
（
調

査
会
社
）

☎
０
２
２
（
２
６
６
）
６
０
７
９

問
上
北
地
域
県
民
局　

地
域
整
備

部
河
川
砂
防
施
設
課

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
３
２
９

問
原
子
力
対
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

２
巡
目
基
礎
調
査
実
施
の
た
め
、

土
地
へ
の
立
ち
入
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　　　information
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の
貸
し
付
け
を
決
定
す
る
予
約

貸
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者　

母
子
家
庭
の

児
童
、
寡
婦
家
庭
（
母
子
家
庭

の
児
童
が
成
人
し
た
世
帯
）
の

子
、
父
母
の
な
い
児
童

■
申
請
受
付
期
間　

10
月
21
日

月
～
12
月
11
日
水

■
資
金
の
種
類　

就
学
支
度
資

金
、
修
学
資
金
な
ど

＊
そ
の
他
の
資
金
の
種
類
や
貸

付
限
度
額
、
償
還
期
間
な
ど
の

詳
細
は
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
貸
し

付
け
に
つ
い
て
の
詳
細
の
チ
ラ

シ
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
上
北
地
方
福
祉
事
務
所　

母

子
福
祉
資
金
担
当

☎
０
１
７
６
（
62
）
２
１
４
５

問
役
場　

福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

文
化
と
芸
能
の
祭
典
「
第
38

回
村
民
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
１
日
金
・
２
日

土　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
内
容　

作
品
展
示
、
音
楽
・

芸
能
発
表
、生
涯
学
習
講
演
会
、

健
康
展
ほ
か

◎
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

各
種
サ
ー
ク
ル
（
個
人
）
な
ど

の
作
品
を
出
展
し
ま
せ
ん
か
。

1
展
示
作
品

①
作
品
は
、
個
人
・
団
体
を
問

い
ま
せ
ん

②
作
品
の
種
類
は
、
絵
画
、
書

道
、
手
芸
、
生
け
花
、
写
真
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
の
他

2
舞
台
発
表

①
合
唱
、
弦
楽
奏
、
舞
踊
、
ダ

ン
ス
、
そ
の
他

②
出
演
回
数
は
、
原
則
と
し
て

１
団
体
３
曲
ま
で
と
す
る

■
申
込
締
切　

10
月
21
日
月

問
中
央
公
民
館

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
３
～
５
１
６
）

問
村
文
化
協
会
事
務
局

☎
０
１
７
５
（
72
）
３
４
０
０

　

仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

■
内
容　
『
ア
ロ
マ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
風
邪
予
防
も
し
ち
ゃ
お

う
！
』
ア
ロ
マ
の
効
果
説
明
や

風
邪
予
防
を
テ
ー
マ
に
抗
菌

ジ
ェ
ル
作
り
な
ど
を
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
28
日
月　

午
前

10
時
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
費
用　

千
円

■
定
員　

20
人
程
度

※
申
込
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

材
料
費
を
徴
収
し
ま
す

■
申
込
締
切　

10
月
18
日
金

問
申
込
先　

社
会
教
育
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
５
）

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

楽
し
く
歩
い
て
、
健
康
づ
く

り
の
き
っ
か
け
を
皆
で
つ
く
り

ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

10
月
13
日
日
（
小
雨

決
行
）

■
場
所　

青
森
市
（
青
い
海
公

園
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
周
辺
）

■
申
込
締
切　

10
月
９
日
水

＊
定
員
80
人
に
達
し
次
第
締
切

問
申
込
先　

社
会
教
育
課
（
中

央
公
民
館
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
８
）

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　平成 25 年第 10 回農業委員
会総会が８月 21 日水役場分庁
舎で、第 11 回農業委員会臨時
総会が８月 26 日月中央公民館
で開催され、下記案件が議決・
承認されました。
■報告第６号　農地の転用事実
の照会について

１件　5,068㎡
■報告第７号　農地法第４条の
規定による農地転用届出につい
て� １件　257㎡
■議案第 18 号　農地法第３条
の規定による許可申請について

２件　15,167㎡
■議案第 19 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について（５件のうち４件議決）

４件 16,078.27㎡
■議案第 20 号　農地法第５条
の規定による農地転用許可申請
について（１件のうち１件議決）

１件　9,509㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第３条許可
申請についての記載例などは農林
水産課窓口にあります
　第 12 回農業委員会総会は、９
月 20 日金に開催されました
　今月の総会は、平成 25 年 10 月
22 日火に開催予定です

～農地法について～
◎農地法第４条とは…
　農地を農地以外の土地に転用
して、自分で使うときに必要に
なる法律です。
　次回は農地法第５条について
解説します。

問農林水産課　藤村
☎ 0175（72）2111（内線 327）

農業委員会だより

　

県
村
民
税
（
第
３
期
）
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４

期
）
の
納
期
限
は
10
月
31
日
木

で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
に
関
す
る
相
談
、
問
い

合
わ
せ
は
左
記
へ
ど
う
ぞ
。

問
税
務
課　

徴
収
対
策
室

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
３
、１
２
４
、１
２
８
）

　

10
月
21
日
月
～
27
日
日
は

【
行
政
相
談
週
間
】
で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役

所
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
、
苦

情
や
意
見
・
要
望
な
ど
が
あ
っ

た
時
、
最
も
身
近
な
相
談
相
手

と
な
る
の
は
、
行
政
相
談
委
員

（
総
務
大
臣
が
委
嘱
）
で
す
。

　

道
路
・
河
川
、
年
金
、
医
療

保
険
、
老
人
福
祉
、
登
記
、
労

働
基
準
、雇
用
保
険
、窓
口
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
役
所
が
行
う
仕
事

に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
六
ヶ
所
村
の
行
政
相
談
委
員

は
中
村
嘉
悦
で
す
。

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
５
３
８

問
総
務
課　

橋
本

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
２
）

問
青
森
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課
（
〒
０
３
０
―

０
８
０
１　

青
森
市
新
町
２
―

４
―
25　

青
森
合
同
庁
舎
４
階
）

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
３
３
５
４

　

事
前
に
地
域
県
民
局
長
の
承

認
を
得
ず
に
、
灯
油
や
重
油
な

ど
を
混
ぜ
た
不
正
軽
油
の
製
造
、

販
売
お
よ
び
使
用
な
ど
は
脱
税

行
為
で
あ
り
、
罰
則
と
し
て
10

年
以
下
の
懲
役
や
３
億
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
正
軽
油
で
あ
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
運
搬
・
保
管
し
た

り
、
製
造
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
灯
油
・
重
油
な
ど

の
原
材
料
を
提
供
・
運
搬
し
た

人
も
全
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
の

で
、
絶
対
に
「
作
ら
な
い
、
売

ら
な
い
、
買
わ
な
い
、
使
わ
な

い
」
で
く
だ
さ
い
。

　

不
正
軽
油
は
、
適
正
な
納
税

秩
序
や
公
正
な
市
場
競
争
を
阻

害
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
環
境

汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
灯
油
や
重
油
を
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
燃
料
に
使
用
し
て
い
る

○
安
い
軽
油
を
売
り
込
み
に
き
た

○
不
審
な
施
設
（
場
所
）
に
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
頻
繁
に
出
入

り
し
て
い
る

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部 

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
０
９
、２
１
０
）

　

10
月
１
日
か
ら
、
自
宅
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
納
税
証
明
書
の
発
行
を
請
求

し
、
税
務
署
の
窓
口
で
納
税
証

明
書
を
受
け
取
る
場
合
、
本
人

や
代
表
者
の
電
子
証
明
書
が
不

要
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
人
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
務
署
の
窓
口
で
受

け
取
る
際
の
本
人
確
認
ま
た
は

代
理
人
確
認
の
方
法
に
変
更
は

な
く
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
書
類
お
よ
び
委
任
状
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
十
和
田
税
務
署
管
理
運
営
第

一
部
門

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
１

（
内
線
２
１
２
）

不
正
軽
油
を
防
止
し
ま

し
ょ
う

納
税
証
明
書
の
請
求
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
！

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
ご
確
認
く
だ
さ
い

困
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
行
政
相
談
を

※
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い

　

来
春
進
学
を
希
望
さ
れ
て
い

る
母
子
家
庭
な
ど
の
お
子
さ
ん

が
安
心
し
て
進
学
で
き
る
よ

う
、
入
学
前
に
修
学
資
金
な
ど

秋
の
歩
け
歩
け
運
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ

ナ
ー
受
講
生
募
集

　利用される皆さんがお互いに快適に使えるよ
う、下記へのご協力をお願いします。
・散歩のとき、ペットのリードは常に放さない
・ゴミ、ペットの糞は回収して
　家に持ち帰る
問企画調整課
☎ 0175（72）2111（内線 356）

都市公園を利用される皆さまへ

　袋が若干白くなり、標記内容
も一部変更しました。なお従来
のごみ袋もそのまま使えます。
問福祉課
☎ 0175（72）2111（内線 139）

村指定ごみ袋の
仕様が変わります

村
民
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

平
成
26
年
度
母
子
お
よ
び

寡
婦
福
祉
資
金
の
予
約
貸

付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

 Rokkasho News and Information

【尾駮診療所】
■実施期間　11 月５日～平成 26 年１月 17 日（平日の月～金曜日）
　＊年末年始（12 月 28 日～１月５日）、土日、祝祭日を除く
■受付時間　午後１時 30 分～３時 30 分（午後のみ）
■接種対象年齢　１歳以上
◎インフルエンザ以外の予防接種について
■受付時間　午前８時～ 11 時
　　　　　　  （インフルエンザ予防接種期間中は午前のみ）
＊保護者の皆さまにはご不便をおかけしますが、受付時間を間違えない
　ようお願いします。平成 26 年１月 20 日からは通常どおりになります
問尾駮診療所　☎ 0175（72）2791

【千歳平診療所】
■実施期間　11 月５日～平成 26 年１月９日（平日の月～木曜日）
　＊年末年始（12 月 28 日～１月５日）、土日、祝祭日を除く
■予約時間　午前８時 30 分～正午
■受付時間　午後１時 30 分～３時 30 分
■接種対象年齢　１歳以上　　＊千歳平診療所は事前予約が必要です
問千歳平診療所　☎ 0175（74）2301

   

診
療
所
か
ら　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
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六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

六ヶ所村の人口
（８月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,812 － 9
女 5,151 ＋ 3
計 10,963 － 6

世帯数 4,625 － 1

伊　　那
な お

緒（貴洋）尾駮レイクタウン

吹
ふきこし

越　流
る い

季（完次）倉内

福
ふくおか

岡　唯
ゆ い と

斗（政則）尾駮浜

松
まつうら

浦　旬
しゅんじ

士（隆浩）尾駮レイクタウン

佐
さ と う

藤　芽
め い

生（  極  ）内沼

若
わかまつ

松　宏
こ う き

樹（宏一）尾駮

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

鷹架　紀仁（千歳平）
立花　絵里香（おいらせ町）
赤石　大毅（泊）
工藤　千咲（盛岡市）
澤田　大介（五所川原市）
二木　ゆかり（野辺地町）
佐々木　真也（尾駮浜）
駒形　恭子（中志）

ご結婚おめでとう

８月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175(72)2111（内線 117）

Information Square

　

女
性
の
目
線
か
ら
未
来
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
９
日
水　

午
前

10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
内
容

◎
講
演

「
暮
ら
し
の
視
点

で
見
る
原
子
力
政
策
」

（
講
師　

内
閣
府
原
子
力
委
員

会
委
員　

秋
庭
悦
子
氏
）

◎
そ
の
他　

各
団
体
か
ら
の
活

動
発
表
や
交
流
会
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す

問
申
込
先　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考

え
る
未
来
塾（
事
務
局　

伊
藤
）

☎
０
１
７
５
（
74
）
２
９
１
７

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
）

　

ガ
ソ
リ
ン
を
取
り
扱
う
場
合

は
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
い

と
容
易
に
火
災
に
至
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

 

・
静
電
気
に
よ
る
着
火
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
金
属
製
容
器

で
貯
蔵
す
る
。

 

・
ガ
ソ
リ
ン
容
器
か
ら
ガ
ソ

リ
ン
蒸
気
が
流
出
し
な
い
よ
う

に
、
容
器
は
密
栓
す
る
。

 

・
ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
や
取
り
扱

い
を
行
う
場
所
は
、
火
気
や
高

温
部
か
ら
離
れ
た
直
射
日
光
の

当
た
ら
な
い
通
風
、
換
気
の
良

い
場
所
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

 

・
特
に
夏
期
は
、
ガ
ソ
リ
ン
温

度
が
上
が
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
蒸
気

圧
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
三
沢
市
政
策
調
整
課
内
）

☎
０
１
７
６
（
53
）
５
１
１
１

（
内
線
５
３
８
）

FAX
０
１
７
６
（
52
）
５
６
５
６

　

平
成
25
年
度
同
窓
会
（
通
常

総
会
）
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

■
日
時　

11
月
15
日
金　

午
後

６
時
～
（
総
会
）、
６
時
30
分

～
（
懇
親
会
）

■
場
所　

ス
パ
ハ
ウ
ス
「
ろ
っ

か
ぽ
っ
か
」

■
会
費　

３
千
円

■
そ
の
他　

同
窓
会
出
席
の
申

し
込
み
お
よ
び
千
歳
方
面
・
泊

方
面
か
ら
の
送
迎
バ
ス
の
ご
利

用
は
、
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
六
ヶ
所
高
校
同
窓
会
事
務
局

☎
０
１
７
５
（
74
）
２
３
０
４

■
日
時　

11
月
12
日
火　

午
後

３
時
～
４
時
30
分

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
講
演
テ
ー
マ　

合
言
葉
は

「
右
手
に
ス
コ
ッ
プ
、
左
手
に

缶
ビ
ー
ル
」
―
地
域
総
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
は
―

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
専
務
理
事　

都
留
文
科
大
学
教
授
（
農
学
博

士
）　

渡
辺
豊
博
氏

■
申
込
締
切　

10
月
31
日
木

問
六
ヶ
所
村
商
工
会
内
（
担
当

祐
川
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
３
１

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
５
１
３

お悔やみ申し上げます
畠澤　愛子　86 才（尾駮）
久保　節子　85 才（戸鎖）
田中源三郎　84 才（千歳平）
中村　哲男　74 才（内沼）
林　粕次郎　69 才（千歳平）
工藤　勝美　80 才（新町）
秋戸　妙子　86 才（二又）
今　　富雄　80 才（内沼）
長根　健吾　69 才（老部川）
二川目勇吉　84 才（尾駮浜）
上野ヨシノ　85 才（泊）
種市　ハツ　85 才（泊）
小田　健吾　29 才（尾駮浜）

■
目
的

　

次
期
５
年
間
の
「
三
八
上
北

流
域
の
国
有
林
の
森
林
計
画

等
」
の
策
定
に
当
た
り
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
森
林
づ
く

り
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
を
伺

い
、
森
林
計
画
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
火　

午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

富
士
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ

ー
ル
（
青
森
県
十
和
田
市
東
三

番
町
２
―
28
）

■
募
集
人
数　

30
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
）

■
募
集
締
切　

11
月
１
日
金

問
申
込
先　

三
八
上
北
森
林
管

理
署
（
担
当　

野
場
）

（
〒
０
３
４
―
０
０
８
２　

十
和

田
市
西
二
番
町
１
―
27
）

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
５
５
１

FAX
０
１
７
６
（
24
）
２
０
２
０

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
集
会
施

設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
活
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
10
月
10
日
木
ま
で
（
締

切
厳
守
）
に
申
請
す
る
旨
の
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
事
業
実
施
主
体　

市
町
村
が

認
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織　

（
例
）
自
治
会
、
町
内
会
な
ど 

■
助
成
額　

１
０
０
万
円
か
ら

２
５
０
万
円

■
助
成
対
象
経
費　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備

の
整
備
に
要
す
る
経
費

※
建
築
物
、
消
耗
品
は
除
く

■
条
件

①
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の

効
果
が
発
揮
で
き
る
こ
と
（
設

備
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
宝
く
じ
の
広
報
表
示

を
行
う
）

②
原
則
、
短
期
間
に
消
耗
、
破

損
す
る
よ
う
な
設
備
で
は
な
い

こ
と

③
整
備
し
た
設
備
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
お
い
て
正
し
く
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と

◎
今
年
度
は
、
新
城
平
自
治
会

が
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
で
音
響

機
器
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

同
自
治
会
で
は
、
創
立
30
周

年
記
念
事
業
の
開
催
に
こ
れ
ら

の
音
響
機
器
を
使
用
し
た
ほ

か
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
こ
ち
ら
（http://w

w
w

.
jichi-sogo.jp/lottery/com

unity

）

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
４
）

■
実
施
期
間

10
月
21
日
月
～
27
日
日

■
統
一
標
語　
『
消
す
ま
で
は

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

◇
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
【
３
つ
の
習

慣
・
４
つ
の
対
策
】

◎
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

◎
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
設

置
す
る

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　

平
成
25
年
10
月
よ
り
当
分
の

間
、
眼
科
外
来
の
診
療
日
が
週

３
回
に
な
り
、
曜
日
も
変
更
に

な
り
ま
す
。

■
眼
科
外
来　

変
更
後
→
週
３

回
（
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
）

問
公
立
野
辺
地
病
院　

医
事
グ

ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１

　

三
沢
空
港
振
興
会
は
、三
沢
・

大
阪
伊
丹
便
の
利
用
促
進
の
た

め
、
同
路
線
を
往
復
利
用
す
る

グ
ル
ー
プ
の
お
客
さ
ま
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
利
用
条
件

❶
三
沢
・
大
阪
伊
丹
便
を
往
復

利
用
す
る
こ
と
（
三
沢
空
港
か

ら
出
発
し
、
三
沢
空
港
に
帰
着

す
る
利
用
者
に
限
り
ま
す
）

❷
２
人
以
上
の
個
人
有
償
旅
客

グ
ル
ー
プ
が
、
同
じ
日
に
同
じ

航
空
便
を
利
用
す
る
こ
と
（
座

席
を
使
用
せ
ず
に
搭
乗
す
る
子

ど
も
な
ど
の
無
償
旅
客
の
人
は

グ
ル
ー
プ
の
人
数
に
カ
ウ
ン
ト

し
ま
せ
ん
）

❸
三
沢
空
港
を
平
成
25
年
９
月

28
日
土
以
降
に
出
発
し
、
26
年

３
月
31
日
月
ま
で
に
帰
着
す
る

こ
と

❹
次
の
場
合
は
、
助
成
対
象
外

と
な
り
ま
す
（
①
団
体
割
引
航

空
券
（
搭
乗
者
名
の
な
い
搭
乗

券
）
を
利
用
し
た
場
合
、
②
公

務
員
の
公
費
に
よ
る
出
張
、
③

期
間
中
に
一
度
、
助
成
金
を
受

け
取
っ
て
い
る
場
合
）

■
助
成
金
額　

助
成
金
額
は
、

２
人
に
つ
き
５
千
円

＊
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
ま
で
の
流

れ
な
ど
の
詳
細
は
、
三
沢
空
港
振

興
会
（
三
沢
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.city.m

isaw
a.lg.jp/

index.cfm
/6,1671,66,294,htm

l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
申
込
先　

三
沢
空
港
振
興
会

六
ヶ
所
高
等
学
校
同
窓

会
開
催
の
お
知
ら
せ

10
月
は
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
で
す

三
八
上
北
流
域
の
国
有

林
の
地
域
別
の
森
林
計

画
な
ど
に
関
す
る
住
民

懇
談
会
の
お
知
ら
せ

三
沢
・
大
阪
伊
丹
便
利

用
者
に
助
成
金
を
交
付

（
対
象
は
25
年
９
月
28
日
出
発

～
26
年
３
月
31
日
帰
着
分
）

公
立
野
辺
地
病
院

眼
科
外
来
診
療
日
を
変

更
し
ま
す

平
成
26
年
度

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
募
集
し
ま
す

 
・
取
り
扱
い
の
際
に
は
、
開

口
前
の
圧
力
調
整
弁
の
操
作
な

ど
、
こ
ぼ
れ
・
あ
ふ
れ
な
ど
が

な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。

 

・
ガ
ソ
リ
ン
使
用
機
器
の
取
扱

説
明
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
安

全
上
の
留
意
事
項
を
厳
守
し
、

特
に
エ
ン
ジ
ン
稼
働
中
の
給
油

は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

発
電
機
・
除
雪
機
・
草
刈
機
な
ど

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い

は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

公
益
社
団
法
人
上
十
三
法
人

会
六
ヶ
所
村
支
部

講
演
会
の
ご
案
内

×ガソリンの貯蔵
に適さない容器の
例（樹脂製容器は
火 災 危 険 性 が 高
い）

◎ガソリンの貯蔵
に適した容器（金
属製容器であるこ
とが必要）

新城平自治会で
購入した音響機器

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

未
来
塾

Information Square
六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

いとう

今年の産業まつりは、11 月２・３日に開催します！
問商工観光課　☎ 0175（72）2111（内線 261 ～ 264）
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

湿原を背に建つ北国のラブホテル。客、経
営者家族、従業員はそれぞれ問題を抱えて
いた。「非現実」を求め、扉を開いた彼らの
心の機微を鮮やかに描く。『小説すばる』掲
載に加筆・修正のうえ書き下ろしを加えて
単行本化。

ホテルローヤル
藤野 可織（著）

＜一般書＞

ぼくのおおじいじはものすごーく年を取っ
ている。おおじいじと遊ぶのはめちゃくちゃ
楽しいんだよ。ところが、このあいだ、お
おじいじは眠ってる間に死んじゃったって
…。曾祖父とひ孫の絆を感じる絵本。

ぼくのおおじいじ 
スティバンヌ （さく）
ふしみみさお（やく）

＜児童書＞

大切な思い出を素敵に飾るスクラップブッキ
ングの作り方を紹介。基本的な材料と用具の
説明のほか、赤ちゃんや男の子、女の子、ペッ
ト、ウエディング、旅行など、シーンごとに
さまざまな作品を収録する。

Ｉ ＬＯＶＥスクラッ
プブッキング
大切な思い出を素敵に飾
る全 357 点 改訂版

 （レディブティックシリーズ）
＜一般書＞

娘と継母。父。喪われた母−。家族、には
少し足りない集団に横たわる嫌悪と快感を
律動的な文体で描く、純文学的ホラー。表
題作ほか全３編を収録。『新潮』などの掲載
をまとめて単行本化。

爪と目
桜木 紫乃（著）

＜一般書＞

 村のスケジュール10 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

時　間 放　送　番　組

6 時

00 ❶広報 10 月、❻写真
20 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　④異文化交流フェア

7 時
05 ❶広報 10 月、❻写真、❽防災情報
30

ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報
8 時 00

9 時

00 ❶広報 10 月、テレビ電話説明、❻写真
30 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
45 ❹まだ新米　バックナンバー（H24.10 分）

10 時

15 ❶広報 10 月、❻写真
35 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
50 ❸ア ･ ラ ･ カルト　②戸鎖新そばまつり

11 時
20 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
35 ❶広報 10 月、❻写真、❽防災情報

12 時 00 ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報

13 時

00 ❶広報 10 月、テレビ電話説明、❻写真
30 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
45 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑥味めぐり～鍋～

14 時
15 ❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル
45 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）

15 時

00 ❶広報 10 月、❻写真
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　①六ヶ所のお土産
50 ❹まだ新米　バックナンバー（H24.10 分）

16 時
20 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
35 ❸ア ･ ラ ･ カルト　③味めぐり～晩秋～

17 時

05 ❶広報 10 月、❻写真
25 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
40 ❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル

18 時

10 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
25 ❶広報 10 月、❻写真、❽防災情報
50

ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報
19 時 00

20 時

00 ❶広報 10 月、テレビ電話説明、❻写真
30 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
45 ❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル

21 時
15 ❶広報 10 月、❻写真
35 ❹まだ新米　バックナンバー（H24.10 分）

22 時

05 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
20 ❸ア ･ ラ ･ カルト　⑤ 2011 たのしむべ
50 ❶広報 10 月、❻写真

23 時
10 ❷（仮）まだ新米 48th（16 日～ 49th）
25 ❶広報 10 月、❻写真、❽防災情報

０時
I

６時

05

ロックＴＶのお知らせ・❼モニタリング情報

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、10 月は以下
の番組を放送しますので、ぜひご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることが
できます

■番組内容
❶広報ろっかしょ 10 月
　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事予定）、
ごみの収集日程などを文字放送でお知らせします。

❷（仮称）まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　担当３年目になっても″まだ新米カメラマン″が取
材・編集した、村のトピックス（話題）をお届けします。
　48th は、①新城平 30 周年記念式典（８月 31 日収
録）、②一中の生徒が職場体験（９月４・５日収録）、
③平沼地区敬老会（９月 15 日収録）を放送します。
　49th は、①子ども会駅伝（10 月５日収録）、②大
石カップ野球大会（10 月６日収録）を放送します。
※番組では、一部内容を変更して放送する場合があります

❸ア・ラ・カルト BOX
　以下の番組から１番組（30 分）ずつ放送します。
　①もらってうれしい六ヶ所のお土産
　②戸鎖新そばまつり～昔の風景を求めて～
　③ろっかしょ味めぐり～晩秋の郷土料理～
　④異文化交流フェア 2013
　⑤ 2011 たのしむべ！フェスティバル
　⑥ろっかしょ味めぐり
　　～キバガレイ鍋・長いもすいとん鍋～

❹まだ新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー
　（平成 24 年度制作　10 月前半・後半）

❺ 2004 たのしむべ！フェスティバル（平成 16 年）

❻写真で巡るろっかしょ
　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りしま
す。あなたの笑顔が映るかも！

❼青森県環境放射線モニタリング
　空間放射線量率などをリアルタイムで表示します。

❽（仮称）防災お役立て情報

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

地上デジタル 11ch「ロック TV」

10 月の番組表
日・曜 行事名 時　間 場　所

1 火 スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

2 水

３ 木

４ 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

５ 土

6 日

7 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

8 火
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

9 水

10 木

１歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

１歳児健診にてブックスタート（健診対象者のみ） 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

11 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

12 土

13 日 秋季歩け歩け運動　＊事業詳細は P21 に掲載 青 森 市

14 月

15 火
スワニー・郷土館・図書館休館日

スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 保健相談センター

16 水
複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 ス ワ ニ ー

森のくまさんおはなし会（3 ～ 6 歳向け） 14：40 ～ 図 書 館

17 木
複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 ス ワ ニ ー

森のくまさんおはなし会（0 ～ 3 歳向け） 10：30 ～ 図 書 館

18 金 複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 ス ワ ニ ー

19 土 複合健診 受付  ７:45 ～  ９:00 ス ワ ニ ー

20 日

21 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

22 火

23 水 栄養教室 ９：30 ～ 13：00 保健相談センター

24 木 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

25 金 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 千 歳 平 体 育 館

26 土

27 日 戸鎖新そばまつり 10：00 ～ 14：00 戸 鎖 い っ こ 庵

28 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

29 火

スリムリラックスヨガ教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

ワッ歯ッ歯！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

30 水 マタニティ教室 10：30 ～ 13：00 保健相談センター

31 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

９月１日、県民駅伝の取材に行ってきました。５年ぶりの村の部優勝の瞬間に立ち会えたこと、うれしかったです。選手やサポートする人たち皆がチー
ムの一員。人が一生懸命になっている姿は本当に格好いいです。私ももっと気を引き締めて今やりたいこと、やらなければならないことに立ち向か
いたいと思います○鈴虫の鳴き声で秋の訪れを感じますね。季節の変わり目です。これからの秋を楽しめるよう、体調管理は気をつけましょう（能登）
●六ヶ所の短い夏が終わり、秋がやってきました。暑かった夏の余韻がまだ残っているのか、天気の良い秋晴れが続いています。秋の行事は、戸鎖
新そばまつり、文化祭、産業まつりなど目白押しです。特に今月の新そばまつりは、戸鎖そば、ニジマス、そばもちがとってもおいしかったので今
から楽しみにしています。みなさんも興味がありましたら、ぜひお立ち寄りください（須藤）



2 3

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

O
ct.2013　

N
o.343

発
行

日
／

2013
年

10
月

１
日

　
発

行
／

六
ヶ

所
村

　
編

集
／

情
報

政
策

課
〒

039-3212  青
森

県
上

北
郡

六
ヶ

所
村

大
字

尾
駮

字
野

附
475

番
地

　
TEL 0175-72-2111

㈹
　

FAX 0175-72-2259　
村

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.rokkasho.jp/   

1

汚
けが

れのない深い森に包まれて、清水が滾
こんこん

々と湧き出ている。
小川の苔むした石や落ち葉の下に、ひっそり暮らすニホンザリガニ。
多くの地で絶滅にさらされているこの種を、いつまでも守り続けることが
私たちの使命である。

伝えたい、六ヶ所の風景。
ニホンザリガニの生きる森

1_ 六ヶ所村の山深く、落葉広葉樹林の小川にニホンザリガニが棲んでいま
す。普段は小川の落ち葉の下や泥の中で生活しています　2_ ザリガニとい
えば、水田や用水路などにいる真っ赤な「アメリカザリガニ」が一般的で
すが、アメリカから入ってきた外来種です。日本固有種の「ニホンザリガ
ニ」は体長がわずか４～６センチで、北海道の西部と青森・秋田・岩手の
３県だけに分布しています。森の中に生息し、冷たくきれいな水でなけれ
ば生きられません。近年、山林の開発や環境悪化でニホンザリガニは激減
し、絶滅危惧種に指定されました　3_ ニホンザリガニが棲む自然は貴重な
宝物。きれいな大気ときれいな水、深い森がないと生きていけないのです。
私たちがこの絶滅に瀕している生き物から学ばなければならないことは、
多いと思います（山上睦さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）


